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施策３-３-１ 協働の取組による緑の創出と育成

直接目標

多様な主体との協働、連携により緑を育む
主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

緑のボランティア活動
の累計か所数 
（建設緑政局調べ）

2,355か所 
（平成２６年度） 

2,380か所以上
（平成２９年度） 

2,420か所以上
（平成３３年度） 

2,450か所以上
（平成３７年度） 

市民 100 万本植樹運動
による累計植樹本数 
（建設緑政局調べ）

61万本 
（平成２６年度） 

75万本以上 
（平成２９年度） 

90万本以上 
（平成３３年度） 

100万本以上
（平成３６年度） 

※現在、「次期緑の基本計画（平成 30 年度～）」の改定作業中のため、数値等については変更の可能性があります。 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○緑の基本計画推
進事業 

●「緑の基本計画」の改
定に向けた調整・検討 
・これまでの取組の検
証 
・環境審議会における
基本方針等の審議など

●「緑の基本計画」に基
づく都市公園の整備や緑
地の保全、緑化の推進な
ど緑政事業の総合的な取
組の推進 

●「緑の基本計画」の改
定に向けた調整・検討 

・基本施策等の検討 
・環境審議会における
答申案の審議など 

●「緑の基本計画」に基
づく都市公園の整備や緑
地の保全、緑化の推進な
ど緑政事業の総合的な取
組の推進 

●「緑の基本計画」の改
定 

事業推進 

○都市緑化推進事
業 

●地域緑化推進地区の認
定及び緑のボランティア
などの活動支援の取組 
（H26 認定数：18地区）

●緑化推進重点地区の取
組の推進（7地区） 

●かわさき臨海のもりづ
くり区域の取組の推進 
・緑化推進重点地区の
指定 

●地域緑化推進地区の認
定及び緑のボランティア
などの活動支援の取組 
（認定数：22地区） 

●緑化推進重点地区の取
組の推進（8地区） 

●かわさき臨海のもりづ
くり区域の取組の推進 
・市道殿町夜光線の緑
化整備 

●地域緑化推進地区の認
定及び緑のボランティア
などの活動支援の取組 
（認定数：24地区） 

事業推進 

○市民 100 万本植
樹運動事業 

●行政・事業者・個人の
植樹の取組の推進 

●市民 100 万本植樹祭の
開催 

●行政・事業者・個人の
植樹の取組の推進 

●市民 100 万本植樹祭の
開催 

●100 万本植樹の達成 
（H36 予定） 

緑あふれる都市環境
の向上をめざし、「緑
の基本計画」の改定に
向けた取組を進めま
す。 

市民・事業者との協働
により緑化を推進し、
環境の改善、景観向
上に向けたまちづくり
を進めます。 

市民・事業者との協働
により、市民１００万本
植樹運動を進めます。



施策３-３-１ 協働の取組による緑の創出と育成

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○パークマネジメ
ント推進事業 

●大規模公園緑地の管理
運営の推進 
・指定管理者制度の導
入 

●身近な公園緑地の管理
運営の推進 
・地域との連携、合意
形成に向けた公園利用
ルールなどの検討 

●大規模公園緑地の管理
運営の推進 
・等々力緑地の指定管
理者制度導入に向けた
準備 
・富士見公園の指定管
理制度による適切な運
営管理 
・生田緑地の指定管理
と生田緑地マネジメン
ト会議による適切な運
営管理 

●身近な公園緑地の管理
運営の推進 
・地域との連携や合意
形成による公園利用の
しくみづくりの取組 
（社会実験の実施） 

●身近な公園緑地の管理
運営の推進 
・地域との連携や合意
形成による公園利用の
しくみづくりの取組 
（社会実験の検証） 

●等々力緑地の指定管理
制度の導入 
（H30 予定） 

○生物多様性推進
事業

●「生物多様性かわさき
戦略」に基づく事業の推
進 

●生物多様性の保全に関
する普及啓発・体験学習
の実施 

●かわさき生き物マップ
の運用による市内の生き
物情報の発信 
（H26 かわさき生き物マ
ップへの投稿件数：2,000
件） 

●「生物多様性かわさき
戦略」に基づく事業の推
進 

●生物多様性の保全に関
する普及啓発・体験学習
の実施 

●かわさき生き物マップ
の運用による市内の生き
物情報の発信 
（かわさき生き物マップ
への投稿件数：2,000 件
以上） 

事業推進

身近な公園緑地等
の管理運営事業 

●管理運営協議会等の設
立促進 

●若い世代の管理運営協
議会への参画促進や幅広
い世代の公園利用に向け
た対応策の検討 

●公園利用活性化イベン
トの実施 

●管理運営協議会等の設
立促進 

●若い世代の管理運営協
議会への参画促進や幅広
い世代の公園利用に向け
た取組の検討 

●公園利用活性化イベン
トの実施 

●若い世代の管理運営協
議会への参画促進や幅広
い世代の公園利用に向け
た取組の推進 

事業推進 

緑のボランティア
センター事業

●「緑のボランティアセ
ンター」の運営支援 

・「緑の人材バンク」
に登録された人材の
活用や機能充実の取
組 

●緑のボランティアの育
成、活動支援、交流の促
進 

●「緑のボランティアセ
ンター」の運営支援 

・「緑の人材バンク」
に登録された人材の
活用や機能充実の取
組 

●緑のボランティアの育
成、活動支援、交流の促
進 

事業推進

緑化協議による緑
のまちづくりの推
進事業

●条例に基づく緑化協議
の実施 

●開発事業等において設
置される公園・緑地に関
する協議の実施 

●緑化地域制度の検討・
調整 

●条例に基づく緑化協議
の実施 

●開発事業等において設
置される公園・緑地に関
する協議の実施 

●緑化地域制度の検討・
調整 

事業推進

大規模公園緑地の管
理への指定管理者の
導入や身近な公園緑
地の管理運営方法の
検討を進めます。 

地域に息づく生き物の
生育環境の保全、普
及啓発などの取組を
進めます。 

市民との協働による公
園緑地等の適切な維
持管理を進めます。 

「緑のボランティアセン
ター」の運営を支援
し、緑のボランティア
の活動支援や人材の
育成・活用を進めま
す。 

一定規模以上の建築
行為を対象として、緑
化や公園・緑地に関す
る協議を行い、緑豊か
なまちづくりを進めま
す。 
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施策３-３-２ 魅力ある公園緑地等の整備

直接目標

豊かな市民生活を実現するため、都市に緑と水のオープンスペースを創
出する

主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

一人あたりの公園緑地
面積 
（建設緑政局調べ）

5.0㎡/人 
（平成２６年度） 

5.0㎡/人以上
（平成２９年度） 

5.0㎡/人以上
（平成３３年度） 

5.0㎡/人以上
（平成３７年度） 

※ 現在、「次期緑の基本計画（平成 30 年度）」の改定作業中のため、数値等については変更の可能性があります。 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○富士見公園整備
事業 

●「富士見公園再編整備
基本計画」の検討 

●北側再編施設の検討と
整備スケジュールの検討

●プロムナード整備計画
の検討 

●「富士見公園再編整備
基本計画」の策定 

●北側再編施設（テニス
コートなど）の整備に向
けた調整 

●プロムナード第 1 期の
設計 

●子ども広場北側の設計

●北側再編施設（テニス
コートなど）の設計 

●プロムナード第 1 期の
整備 

●プロムナード第 2 期の
設計 

●子ども広場北側の整備

事業推進 

○等々力緑地再編
整備事業 

●陸上競技場メインスタ
ンド完成 

●硬式野球場解体 

●正面広場及び周辺等整
備工事の着手 

●じゃぶじゃぶ池やその
他の公園施設など再整備
に向けた調整 

●陸上競技場第 2 期整備
に向けた事業評価 

●硬式野球場の整備着手

●正面広場及び周辺等整
備工事の完成 

●じゃぶじゃぶ池やその
他の公園施設など再整備
に向けた調整 

●事業評価結果を踏まえ
た事業推進 

●硬式野球場の事業推進

●事業評価結果を踏まえ
た事業推進 

●硬式野球場の完成 
（H30 予定） 

●じゃぶじゃぶ池、中央
園路の完成 
（H30 予定） 

●中央広場の完成 
（H31 予定） 

○生田緑地整備事
業 

●「東生田 2 丁目地区の
基本方針」の調査・検討

●西口広場第 1期の整備

●初山地区周遊散策路の
整備 

●「東生田 2 丁目地区の
基本方針」の調査・検討

●西口広場第 2期の整備

●「東生田 2 丁目地区の
基本方針」の策定 

●東生田 2 丁目地区周遊
散策路の整備 

事業推進 

○魅力的な公園整
備事業 

●公園の再整備 
・小田公園の事業推進

●バリアフリー整備 
・三田第 3 公園ほか 2
公園 

●身近な公園の整備 
・鹿島田 2丁目公園 

●公園の再整備 
・小田公園の完成 

●バリアフリー整備 
・末長高之面公園 
・鷺沼公園 

●身近な公園の整備 
・（仮称）梶ヶ谷 6丁目
公園 

●防犯機能を有する施設
管理用カメラの設置 

●公園の再整備 
・稲田公園の設計 

●バリアフリー整備 
・末長高之面公園 
・上麻生隠れ谷公園 

●身近な公園の整備 
・（仮称）小田ふれあい
公園 

事業推進 

都心における総合公
園である「富士見公
園」の機能回復を図
り、施設の再編整備を
進めます。 

緑やスポーツ・レクリエ
ーションの拠点である
等々力緑地について、
小杉駅周辺のまちづく
りと連携した施設の再
編整備を進めます。 

本市最大の緑の拠点
である生田緑地を、自
然環境を活かした総
合公園として整備を進
めます。 

老朽化の進んだ公園
の再整備やバリアフリ
ー化などの取組によ
り、魅力的な公園の整
備を進めます。 



施策３-３-２ 魅力ある公園緑地等の整備

事務事業名

現状 事業内容・目標

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○市営霊園の整備 ●「市営霊園の整備と管
理の方針」の策定 

●早野聖地公園の新規墓
所の整備 

●無縁改葬の推進と墓所
の再募集 

●「市営霊園整備計画」
の策定 

●早野聖地公園の新規墓
所の整備 

●無縁改葬の推進と墓所
の再募集 

●管理費用等の見直しの
検討 

事業推進 

○公園施設長寿命
化事業 

●公園施設の長寿命化計
画の策定 

●遊具など公園施設の点
検と適切な維持管理 

●長寿命化計画に基づく
遊具など公園施設の点検
と適切な維持管理 
・鹿島田公園ほか 76
公園 

●長寿命化計画に基づく
遊具など公園施設の点検
と適切な維持管理 
・王禅寺公園ほか 70
公園 

事業推進 

○河川環境整備事
業 

●渋川環境整備の推進 
・憩いの散策ゾーンの
整備・完成 
・にぎわいの水辺ゾー
ンの整備着手 

●渋川環境整備の推進 
・にぎわいの水辺ゾー
ンの事業推進 

●渋川環境整備の推進 
・にぎわいの水辺ゾー
ンの整備・完成 

事業推進 

長期未整備公園緑
地の見直し事業 

●都市計画変更に向けた
調査 

・夢見ヶ崎公園 
・久地公園 
・菅生緑地 

●都市計画変更に向けた
協議調整 
・夢見ヶ崎公園 
・久地公園 
・菅生緑地 

●都市計画変更素案の作
成 
・夢見ヶ崎公園 
・久地公園 
・菅生緑地 

事業推進 

夢見ヶ崎動物公園
にぎわい創出事業

●「夢見ヶ崎動物公園基
本計画」の検討 

●サポーター制度の検討

●動物園まつりなどイベ
ントの実施 

●ホームページ等を活用
した情報の発信 

●傷病鳥獣保護活動の実
施 

●環境学習の実施及び職
業体験・インターンシッ
プの受入れの実施 

●「夢見ヶ崎動物公園基
本計画」の策定 

●サポーター制度の導入

●動物園まつりなどイベ
ントの実施 

●ホームページ等を活用
した情報の発信 

●傷病鳥獣保護活動の実
施 

●環境学習の実施及び職
業体験・インターンシッ
プの受入れの実施 

●「夢見ヶ崎動物公園基
本計画」に基づく取組の
推進 

●サポーター制度の拡充

事業推進

市営霊園において、安
定した墓所供給や適
切な管理運営を進め
ます。 

長寿命化の取組によ
り、遊具など公園施設
の効果的な維持管理
を進めます。 

環境に配慮した都市
景観の形成や賑わい
とうるおいのあるまち
づくりの一環として、水
辺に親しめる環境づく
りを進めます。 

都市計画決定後、長
期間未整備の公園緑
地について、事業計画
の見直しや区域の変
更などの検討を進め
ます。 

適切な飼育管理を行う
とともに、動物とのふ
れあいなどにより、親
しまれる環境学習等
の場として、にぎわい
創出に向けた取組を
進めます。 



施策３-３-２ 魅力ある公園緑地等の整備

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

菅生緑地整備事業 ●整備基本計画の策定に
向けた調査 

●整備基本計画の策定に
向けた検討 

●整備基本計画の素案策
定 

整備基本計画策定予定

（H30）

等々力緑地維持管
理事業 

●等々力緑地の維持管理

●等々力緑地の再編整備
を見据えた施設補修 

●等々力緑地の維持管理

●等々力緑地の再編整備
を見据えた施設補修 

事業推進

生田緑地維持管理
事業 

●指定管理者及び市民団
体との連携による維持管
理の推進 

●指定管理者及び市民団
体との連携による維持管
理の推進 

事業推進

公園緑地維持管理
事業 

●樹木の剪定など公園緑
地の維持管理 

●プールなど公園施設の
補修・更新 

●公園灯など電気施設の
維持管理 

●樹木の剪定など公園緑
地の維持管理 

●プールなど公園施設の
補修・更新 

●公園灯など電気施設の
維持管理 

事業推進

公園緑地の適正管
理 

●公園許認可業務の適正
な執行 

●都市公園台帳の適正管
理に向けたシステム化及
び図面等の更新 

●市公園緑地協会の運営
に関する管理監督 

●ばら苑の適正な運営管
理 
・一般開放（年 2回）
・市民ボランティアと
の協働によるバラの育
成管理 

●公園許認可業務の適正
な執行 

●都市公園台帳の適正管
理に向けたシステム化及
び図面等の更新 

●市公園緑地協会の運営
に関する管理監督 

●ばら苑の適正な運営管
理 

・一般開放（年 2回）
・市民ボランティアと
の協働によるバラの育
成管理 

事業推進

街路樹適正管理事
業 

●街路樹の適正な維持管
理 

●街路樹の樹木診断及び
樹木更新の実施 

●街路樹の適正な維持管
理 

●街路樹の樹木診断及び
樹木更新の実施 

事業推進

宮前区市民健康の森
である菅生緑地の園
路や広場等の施設整
備を進め、緑地内の
自然環境の保全等を
図ります。 

市民のスポーツ・レク
リエーションの拠点と
して等々力緑地の活
用を図るため、適切な
維持管理を進めます。

本市に残された貴重
な緑である生田緑地
の良好な環境を保つと
ともに、市民が快適に
利用できるよう、適切
な維持管理を進めま
す。 

市民が安全かつ快適
に公園緑地を利用で
きるよう、除草や清掃
等を行い、施設の適切
な維持管理を進めま
す。 

公園緑地の適正な財
産管理を図るととも
に、快適な公園利用に
向けた取組を進めま
す。 

街路景観の向上など、
良好な都市環境を確
保するため、街路樹の
適正な維持管理を進
めます。 



施策３-３-３ 多摩丘陵の保全

施策３-３-３ 多摩丘陵の保全

直接目標

市域に残された緑地、里山を再生、保全し、次世代に継承する
主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

緑地保全面積 
（建設緑政局調べ）

232ha 
（平成２６年度） 

272ha 以上
（平成２９年度） 

285ha 以上
（平成３３年度） 

300ha 以上
（平成３７年度） 

企業・教育機関等の参
加による保全活動累計
か所数 
（建設緑政局調べ）

4か所 
（平成２６年度） 

5か所以上
（平成２９年度） 

7か所以上 
（平成３３年度） 

9か所以上
（平成３７年度） 

※現在、「次期緑の基本計画（平成 30 年度～）」の改定作業中のため、数値等については変更の可能性があります。 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○緑地保全事業 ●特別緑地保全地区等の
緑地保全に向けた取組の
推進 
・現状等調査 
・地権者交渉など 

●斜面地の安全対策など
の整備 
・多摩特別緑地保全地
区ほか 

●企業や教育機関等の参
加による保全活動の実施

●特別緑地保全地区等の
緑地保全に向けた取組の
推進 
・現状等調査 
・地権者交渉など 

●斜面地の安全対策など
の整備 
・黒川よこみね特別緑
地保全地区ほか 

●企業や教育機関等の参
加による保全活動の実施

●斜面地の安全対策など
の整備 
・橘特別緑地保全地区
ほか 

事業推進 

○里山再生事業 ●黒川海道特別緑地保全
地区の取組の推進 
・「緑地保全基本計画」
の検討 
・里山の保全・再生 
・体験学習等の検討 

●岡上地区の市民・大
学・小学校との連携によ
る保全活動・環境教育の
取組の推進 

●早野地区における都市
農地、里地里山の保全と
活用による価値向上と活
性化に向けた取組の推進

●黒川海道特別緑地保全
地区の取組の推進 
・「緑地保全基本計画」
の策定 
・里山の保全・再生 
・体験学習等の実施 

●岡上地区の市民・大
学・小学校との連携によ
る保全活動・環境教育の
取組の推進 

●早野地区における都市
農地、里地里山の保全と
活用による価値向上と活
性化に向けた取組の推進

●黒川海道特別緑地保全
地区の取組の推進 
・「緑地保全基本計画」
に基づく取組の推進 
・里山の保全・再生 
・体験学習等の実施 

事業推進 

○多摩・三浦丘陵広
域連携事業 

●関係 13 自治体による
「多摩・三浦丘陵の緑と
水景に関する広域連携会
議」の開催 

●シンポジウムやウォー
クラリーなど広報イベン
トの実施 

●市民・ＮＰＯ等と連携
した保全活動イベントの
開催 

●関係 13 自治体による
「多摩・三浦丘陵の緑と
水景に関する広域連携会
議」の開催 

●シンポジウムやウォー
クラリーなど広報イベン
トの実施 

●市民・ＮＰＯ等と連携
した保全活動イベントの
開催 

事業推進 

緑地保全の推進によ
り、市域の都市景観の
向上、地球温暖化対
策、生物多様性の保
全等を図ります。 

緑と農の３大拠点であ
る黒川、早野、岡上地
区の緑地を保全・再生
することで里地里山環
境を次世代に継承して
いきます。 

多摩・三浦丘陵の緑
地を市域を越えて関
係自治体と連携するこ
とで、広域的・効果的
に緑地保全を進めま
す。 



施策３-３-３ 多摩丘陵の保全

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

保全緑地管理事業 ●保全緑地の管理施設等
の補修、更新 

●保全緑地の樹木等の維
持管理 

●保全緑地の管理施設等
の補修、更新 

●保全緑地の樹木等の維
持管理 

事業推進 

保全管理計画策定
事業

●市民とのワークショッ
プによる緑地保全管理計
画書の作成 

●企業等の参画による緑
地の保全管理活動の推進

●大学連携による新たな
緑地管理手法等の構築に
向けた取組の推進 

●市民とのワークショッ
プによる緑地保全管理計
画書の作成 

●企業等の参画による緑
地の保全管理活動の推進

●大学連携による新たな
緑地管理手法等の構築に
向けた取組の推進 

事業推進

保全緑地や樹林地な
どについて、市民協働
の手法を取り入れな
がら、植生管理や安全
管理など適正な管理
を進めます。 

市民、企業、教育機関
などと協働して緑地保
全管理計画を作成し、
計画に基づく取組を進
めることで、保全緑地
の適正な管理を進め
ます。 



施策３-３-４ 農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進

施策３-３-４ 農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進

直接目標

多面的な役割を果たしている貴重な農地を市民とともに継承する
主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

生産緑地の年間新規指
定面積 
（経済労働局調べ）

12,000㎡ 
（平成２６年度） 

12,000㎡以上
（平成２９年度） 

12,000㎡以上
（平成３３年度） 

12,000㎡以上
（平成３７年度） 

防災農地の年間新規登
録数 
（経済労働局調べ） 

7か所 
（平成２６年度） 

8か所以上
（平成２９年度） 

8か所以上
（平成３３年度） 

8か所以上
（平成３７年度） 

市民農園等の累計面積
（経済労働局調べ） 

73,790㎡ 
（平成２６年度）

78,000㎡以上
（平成２９年度）

88,000㎡以上
（平成３３年度）

98,000㎡以上
（平成３７年度）

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○農環境保全・活用
事業 

●生産緑地地区の指定の
推進 

●遊休農地の解消・発生
防止に係る啓発活動の実
施 

●市民防災農地の登録の
推進 

●里地里山用地の整備・
管理、里地里山等利活用
実践活動による人材育成

・里地里山・農業ボラ
ンティア育成講習の
開催 
（H26 開催数：46回）

●明治大学農学部と本市
による黒川地域連携協議
会の運営と専門部会によ
る連携の推進 

●ホームページでの情報
発信によるグリーン・ツ
ーリズムの推進 

●大型農産物直売所「セ
レサモス」と連携した都
市農業の振興 

・農業情報センターに
おけるイベント等の
開催 
（H26イベント等実施
数：45 回） 

●生産緑地地区の指定の
推進 

●遊休農地の解消・発生
防止に係る啓発活動の検
討・実施 
 ・農地の貸し手・借り
 手の掘り起こし  

・相談窓口の設置 

●市民防災農地の登録の
推進 

●里地里山用地の整備・
管理、里地里山等利活用
実践活動による人材育成

・里地里山・農業ボラ
ンティア育成講習の
開催 
（開催数：47回以上）

●明治大学農学部と本市
による黒川地域連携協議
会の運営と専門部会によ
る連携の推進 

●ホームページでの情報
発信によるグリーン・ツ
ーリズムの推進 

●大型農産物直売所「セ
レサモス」と連携した都
市農業の振興 

・農業情報センターに
おけるイベント等の
開催 
（イベント等実施
数：45 回以上） 

●遊休農地の解消・発生
防止に係る啓発活動の実
施 
 ・農地の貸し手・借り
 手の掘り起こし 
 ・相談窓口の設置 

●里地里山用地の整備・
管理、里地里山等利活用
実践活動による人材育成
 ・里地里山・農業ボラ
 ンティア育成講習の 
 開催 
 （開催数：50 回以上）

事業推進 

良好な農環境を保全
するとともに、都市農
業を振興し、多面的な
農地の活用を図りま
す。



施策３-３-４ 農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○農業体験提供事
業 

●市民農園（市が開設か
ら運営まで行う）の管理
運営及び利用者の募集 

●体験型農園、市民ファ
ーミング農園（農業者が
開設、農作業を指導）の
普及・運営支援 

●地域交流農園（市が開
設支援し、利用者組合が
管理）の普及・運営支援

●市民農園の管理運営 

●体験型農園、市民ファ
ーミング農園の普及・運
営支援 

●従来型の市民農園から
利用者組合が管理運営を
行う地域交流農園への移
行に伴う調整 

●「（仮称）井田中ノ町地
域交流農園」の整備、利
用者募集 

●従来型の市民農園（5
農園）から利用者組合が
管理運営を行う地域交流
農園への移行 

●「（仮称）井田中ノ町地
域交流農園」の利用開始

事業推進 

○市民・「農」交流
機会推進事業 

●花と緑の市民フェアの
開催 
（H27 来場者数：61,000
人） 

●かわさき地産地消推進
協議会を主体とした地産
地消の推進 

●花と緑の市民フェアの
開催 
（来場者数：70,000 人以
上） 

●かわさき地産地消フェ
ア、料理教室等のイベン
ト実施による地産地消の
推進 

●花と緑の市民フェアの
開催 
（来場者数：75,000 人以
上） 

事業推進 

都市農業価値発信
事業  

●ホームページやメール
マガジン等による「農」
情報の発信 

●ホームページやメール
マガジン等による「農」
情報の発信 

●農業体験や農イベント
等の実施 

●情報発信等による食農
教育普及に向けた取組の
実施 

事業推進 

農業者と連携して市民
が「農」にふれる場づく
りを推進します。 

農業イベント開催など
により、市民が「農」を
知る機会を提供しま
す。 

農業体験や農イベント
の開催等を通じて、市
民の「農」に対する理
解促進を図ることによ
り、農業者の営農環境
の向上を図ります。 



施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進

施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進

直接目標

多くの市民が「憩い」「遊び」「学ぶ」多摩川の魅力を高める
主な成果指標

名 称
（指標の出典） 

現     状 
第１期実施計画期間
における目標値 

第２期実施計画期間
における目標値 

第３期実施計画期間
における目標値 

多摩川に魅力を感じ、
利用したことのある人
の割合 
（市民アンケート）

37.7% 
（平成２７年度） 

38%以上
（平成２９年度） 

39%以上
（平成３３年度） 

40%以上
（平成３７年度） 

計画期間の主な取組

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

○多摩川プラン推
進事業 

●「新多摩川プラン」の
策定 

●等々力・丸子地区の整
備 
・硬式野球場の整備 
・丸子橋駐車場の有料
化 

●サイクリングコースの
延伸整備に向けた検討 

●多摩川バーベキュー広
場（二子橋）の適正な運
営 

●バーベキュー対策の検
討（丸子橋周辺など） 

●イベント等の開催 

●「新多摩川プラン」に
基づく多摩川の魅力を活
かす総合的な取組の推進

●等々力・丸子地区の整
備 
・上丸子天神町野球場
の整備 

●上平間・古市場地区の
取組の推進 
・野球場やサッカー場
などの施設の再整備計
画の策定 

●サイクリングコースの
延伸整備に向けた検討 

●多摩川バーベキュー広
場（二子橋）の適正な運
営 

●バーベキュー対策の検
討（丸子橋周辺など） 

●イベント等の開催 
・川崎国際多摩川マラ
ソン 
・水辺の安全教室 
・シンポジウム など

●上平間・古市場地区の
整備 
・野球場やサッカー場
などの施設の再整備に
向けた事業推進 

●サイクリングコースの
延伸整備 

事業推進 

○多摩川市民協働
推進事業 

●水辺の楽校の活動支援

●流域自治体との協働、
連携の取組の推進 
・水辺の楽校（世田谷
区、大田区） 
・渡しの復活（世田谷
区、大田区） 

●二ヶ領せせらぎ館や大
師河原水防センターによ
る情報発信拠点の取組の
推進 

●水辺の楽校の活動支援

●流域自治体との協働、
連携の取組の推進 
・水辺の楽校（世田谷
区、大田区） 
・渡しの復活（世田谷
区、大田区） 

●二ヶ領せせらぎ館や大
師河原水防センターによ
る情報発信拠点の取組の
推進 

事業推進 

多摩川河川敷の運動
施設や利便施設の再
整備、利用のマナーア
ップに取り組むなど、
多摩川が市民に身近
な存在になるよう魅力
向上の取組を進めま
す。 

市民との協働や流域
自治体との連携によ
り、環境学習や体験活
動の取組を進め、さま
ざまな機会を通して多
摩川の魅力を発信し
ます。 



施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進

事務事業名 

現状 事業内容・目標 

平成 26～27 
（2014～15）年度

平成 28（2016）
年度 

平成 29（2017）
年度 

平成 30（2018）
年度以降 

多摩川緑地維持管
理事業 

●多摩川河川敷の維持管
理 

●多摩川河川敷の公園施
設の整備 

●サイクリング・マラソ
ンコースの走路周辺の維
持管理 

●多摩川河川敷の維持管
理 

●多摩川河川敷の公園施
設の整備 

●サイクリング・マラソ
ンコースの走路周辺の維
持管理 

●多摩川管理事務所の移
転に向けた準備 

●多摩川管理事務所の移
転（御幸公園） 

事業推進 

多摩川河川敷を快適
に利用できるよう、施
設の補修や清掃など、
良好な維持管理を進
めます。 


